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rN H K英語リスニングテスト』のタスク分析

ノートルダム清心女子短期大学 達川査

1.はじめに

現行の『中学校学習指導要領』では、 「聞くことJ f話すこと」の指導を一層充実させるため

にそれぞれを独立させ、それまでの f3領域」という考え方から f4領域Jという扱いになった。

また、高等学校では「オーラル・コミュニケーションA，B，CJという科目が3年目を迎え、音

声を媒介としたコミュニケーション能力やそのために必要な態度を育成することを目指している。

このような大きな流れは学習者や社会のニーズにも応えるものであり歓迎すべきことである。

本研究では、この内の『聞くこと」の指導に関わって、毎年 7 月に放送されている ~NHK英

語リスニングテスト』の 3段階(初級、中級 I、中級ll)の講座に見られるリスニング・タスク

の分析を試みる。それぞれのレベルにおいて聴取者に課せられるタスクの特徴を整理し、考察を

加えることを通じて、リスニング教材を開発・加工する上での示唆を提示したいと思う。

II. ~NHK英語リスニングテスト』について

1.本講座の概要

(1)リスニングテストの番組放送

~NHK英語リスニングテスト』は、初級、中級 I 、中級 E の 3 講座があり、毎年 7 月

に夏の特集として放送されている。

初 級 90年7月 (プレテストとして開始)

91年3月 第 l回としてスタート

91年7月 第2回 ~以後毎年実施

中級 91年7月 第 l回スタート ~以後毎年実施

中級II 92年7月 第 1回スタート ~以後毎年実施

(勾レベル

初級 基礎英語2レベル(以前は基礎英語修了レベル)

中級 I 基礎英語3レベル 11 続基礎英語修了レベル)

中級E 英会話入門レベル 11 上級・基礎英語修了レベル)

(3)テスト方法

3レベルそれぞれに、月曜日から金曜日までのレッスンでリスニングの学習をしたあと、

土曜日にテスト問題を放送し、解答用紙をNHK学園に送付し、採点をしてもらう。

(特に希望する学校については、教室にて集団でテストが受けられるように便宜も図ら

れている。)
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(4)テキストの発行部数 (96年度の場合)

初級 約 10万部

中級 I 約 10万部

中級H 約 12万部

σ)リスニングテスト採点希望者、及びその平均点 (95年度の場合)
採点希望者 平均点

初級約 16，700名 8 7点

中級 I

中級E

約 19，300名

約 16，900名

7 0点

6 9点

2.ラジオ番組としてのリスニングテスト

(1) rラジオを聞く」という活動について

一般的には「相互作用とビジュアル・サポートがないj という条件下で「聞くJと

いう活動を行っている。(Rixon，1986: 2) 

(2)ラジオ講座としての特徴・制限

①一方通行の教授にならざるを得ない。(相互作用が望めない)

②多くの聴取者を対象としている。(一対ーでなく、一対多である)

③一応のレベル付けはなされているが、幅広い聴取者が予想される。

④リスニングテストへの参加を前提としているので、その活動のほとんどが多肢選択

問題となっている。 Copenではなく、 closedな聞いにならざるを得ない)

⑤聴取者がテキストを持っていることを前提としており、本講座ではビジュアルを利

用できる。

⑤正しく聞き取れたかどうかを確認する手法として、 perfonn泊gaction(s)や drawinga 

pictur巴などの手法は用いにくい。

ill.リスニング・タスクの設計について

1.タスクの負荷調整を考える視点

タスクの負荷調整に影響を与えるものとして、次のような要因が考えられる。

「一 Input

Listening 寸
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[図 1] リスニング・タスクの負荷調整に関わる要因

本研究ではこの内のタスクの要因に注目をしてみる。

2.タスク・タイプの代表的分類例

タスクの分類法とじては、 Richards(1983: 235)の8つの分類がよく知られている。

(1) Matching or distinguishing 

(勾 Transferring

(3) Transcribing 

(4) Scanning 

(5) Extending 

(6) Condensing 

(7) Answe巾g

(8) Predicting 
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3.タスクの段階付け

リスニング用教材に登場する代表的なタスクをより具体的に示し、分析の作業がし易い

ように段階付けをしてみる。その際諸学者の説を参考にし、以下の4点を判断の基準と

する。(達)11、1995)

(1)反応をどのような手法で求めるか。

① verbalか、または non-verba1か。(→{表1)の(吟の項)

②選択肢が与えられているかどうか。(→[表1)の(b)の項)

(2)理解が partialでよいか、 globalでないといけないか。(→[表1)の(c)の項)

。)反応が mechanicalでよいか、 meaningful， communicativeなものを必要とするか。

(→【表1)の(d)の項)

これらの基準をもとに、 「聴解タスク」の負荷の軽重をまとめてみる。

[表 1] r聴解タスクJの段階付け

負荷
(a) (b) (c) (d) 集計

Performing action -3 

Identifying -3 

Finding discrepancies 一3

Drawing a picture -2 

Partial Dictation -2 

Filling in the grid -2 

Following a map -2 

Mul t iple choice (j T or F) -2 I 

Verbal response -1 

Full Dictation (ー) O 

Sequencing (一) + O 

Main idea comprehension + 1 

Predicting or Inferencing + 十 + 3 

Full comprehension to summarize + + + + 4 

Evaluating or Problem-solving + + + + 4 

一負荷が軽い
+ 負荷が重い

N.タスクの分析

上記【表1)のタスク分類をもとにし、ビジュアル・サポートの有無にも注目しながら、 93....... 

96年度の4年間分について分析をした.その結果を次ページの【表2]として示しである。
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v.考察
1.各講座について

(1)初級

①ビジュアルに基づいて ident江y(40.6%)させたり、 multiplechoice(47.5%)をさせるタス

クが約9割を占め、そのテクストのタイプは d凶ロiptionのものが圧倒的に多い。

②話者Aに対する適切な応答を求めるタスクでは、その問いかけは 1'""2文と比較的短

くなっている。

③ビジュアルのサポートのないものについては、日本語で問いや選択肢を与えてある。

(2)中級 I

①ビジュアルに基づいた identifyingなどのタスクが少なくなっている(19.4%)が、講座

の特徴による制限もあり multiplechoiceはいぜん半数近く(46.3%)を占めている。

②prediction!inference、evaluating!problem-solvingなどの gIobaIな理解を要求するタスク

が増えている。

③話者Aに対する適切な応答を求めるタスクでは、初級と同様に 1'""2文の問いかけに

対する応答を求めるもの (adjacency pa註を問うもの)がほとんどであった。しかし、

96年度は話者A-B-Aの会話のやりとり(四印rrenceの起こる会話)の後で話者B

の応答を求めており、談話のよりglobaIな理解を求めようとしている。

(3)中級E

①IocaIな理解でも対応できる multiplechoiceのタスクが依然 3割強あるが、 prediction/

inference、巴valuating!problem-solvingを合わせると36%まで増えている。(特に、 96年

度は質問文の中に加ply，assum巴，泊fer，suggest， mean， probablyなどの語が実際に使わ

れている)

②選択肢の英文をすばやく読むことを要求するタスクが多い。

③メモをとりながら聞くという note-taking のスキル獲得につなげようとする姿勢がー

貫しである。(とりわけ、テスト前の 5日間のレッスンの中で not←taking のスキル
穫得に向けて継続的な指導がなされている)

2.全体を通して

(1)ビジュアルを用いてのタスクが初級レベルほど多い。

初級

中級I

中級E

。 20 40ω  ω 
|回 Vi拙 1llased囚Vis岨 1Aided口出 Vis岨 Is I 

【図 2]ビジュアルの与え方について
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(2)問題文・質問文をどのように与えるかについては、・次のような基本的な姿勢がうかが

える。

①93年度は、問題文と質問文の両方を二度ずつ聞かせる手法をとっているが、 94年度か

らは一度だけ聞かせる問題が出てきており、とりわけ中級Eにおいてはその傾向が顕

著である。

②問題文と質問文のうちのどちらかを、またはその両方を一度だけ聞かせる場合には、

次のような手法で聞き手にかかる負担を軽減している。

(a)状況(あるいはテクストのジャンル)を予め日本語などで与えてある。

(b)聞き取るべきポイントを予め提示しである。

(c)こなすべきタスクを前もって示しである。(質問文の省略)

(例)適切な応答を選ばせる。

選択肢を route1 - 4などと決めてある。

(d)選択肢の英文を極力短めにしてある。または、同じような文型などを用いて

選択肢を作つである。

(3)monologueと dialogueをバランス良く与えてある。 【AppendixA参照]

(4)初級に用いられているテクストのタイプは staticな d巴Sαiptionがほとんどであるが、

中級Eでは dynamicな storytelling や abstractな op泊ion-巴xpressing が多くなっている。

3.その他

(1)色々なタイプの英語を聞かせようとする配慮が見られる。 (96年度初級でBritish

Englishの採用)

(2)93年度初級 D.7.は thestereoを themachin巴と言い変えてあり、いわゆる変奏(variation)

の手法が見られる。

(3)放送による多肢選択としては利用しにくいが、各レッスンでは dictation，T / F， drawing 

などの手法を取り入れようとしている。 (AppendixB参照]

VI.リスニング教材の開発・加工のための示唆

上記 V.r考察Jを述べる中で、リスニング教材の開発・加工のための示唆については色々と
触れてきたので、ここでは以下の2点について強調しておきたい。

1.表面的な情報を聞き取るだけでなく、言外の意味を推論させるタスクの開発(ただし

inputの負荷を重くしないように気をつける)

(例)96年度初級ーC.7.

A: What time does the train leave? 

B: At seven ten. 

A:Wピdbetter hurry， then. How far is it to the station? 

B: About two kilometers. 

A: Let's run. 

(問い) 2人は電車に間に合うでしょうか。

1.十分間に合う 3.もう電車は出てしまった

2.あまり時間がない 4.電車は来なくなった

Aの2、3番目の発話から、 「あまり時聞がない」ということを推論させる。
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2 . note-takingの系統的な指導(本講座では以下の点についての配慮が見られた)

(1)メモを取らせるためのスペースを設ける。

(2)メモは「日本語、英語、絵、記号など自分のわかる印であれば何でも良い」ことを理

解させる。

σ)note-takingの例として、開き取らせたい keyword(s)などを示す。

( 4)note-takingのスキルが求められるタスクを与える。

四.本講座の一層の充実のために

本講座のより一層の充実を願い、筆者なりの提言を行ってみたい。

1 . authenticityの高いビジュアルを用いてのタスクの開発をする。

(1)初級レベル・・・・ 1Dカード、会員カードを見て質問に答える、など

(scanningの作業に利用し易い)

(2)中級 I、n...・グラフや図表を見て質問に答える、など
(ビジュアルを生かし、 dynamic なテクスト(例えば比較や時制という

概念を取り扱った文章)を使用できる。この4年間の講座ではグラフや

図表を用いたタスクはほとんどなかった。)

2. pr巴dictionを促進させるタスクを増やす。

Predict what the speaker will say. (*の部分を予測させる)

(l)monologueを聞いて

(例 1was very hungry ... so 1 walked into the kitchen and 

opened th巴*

(選択肢)

1.window 2. re.企igerator 3. mou由 4.env巴lope

(Adapted from Rost and Uruno 1995: 51) 

(2)dialogue (re叩 rren∞の起こる談話)を聞いて

(例)96年度中級 1-B.5. 

(電話で)

A: Hello， may 1 speak to Mr. Wilson? 

B: I'm sorry， he's on the oth巴rphone now. Would you like to hold? 

A: Yes， 1 would. 

B: May 1 tell him who's田lling?

A: * 

(選択肢)

1. Yes， you may. 

2. No， thank you. 

3. Yea， please. 

4. My name is Ann Kennedy. 

私たちは母国語であれ外国語であれ、相手が次に何を言おうとしているのかを常に予測
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しながら「聞くJという活動を行っており、このことをタスク作りにもぜひ生かしたい。

3.問題の配列を再考する。

易しい問題から難しい問題へと配列した方が良いのではないだろうか。 (96年度中級Eは、

後半の scanning で対応できる問題C，D， Eに比べて、最初の問題Aの方が難しいので

はなかろうか。)

VJH.まとめ

~NHK リスニングテスト』の 3 講座について色々な角度から分析を試みた。各講座ともにー

週間という短期間の、またラジオというメディアを利用してのテストであるために様々な制約は

あるが、リスニング教材の開発・加工に関わって実に多くの示唆を得ることができる。特に3レ

ベルの講座を比較することによって、リスニング教材の負荷調整をするための知見を得ることが

できるのではなかろうか。また、最終日のテストに至るまでの各5レッスンの講座では、望まし

いリスニング能力を身につけるための助言や指導もなされており、我々教師にとっても学ぶ点の

多い番組であると感じる。

本研究の資料収集にあたっては、 NHK学園の清水直人民にひとかたならぬ御協力をいただいた。

ここに心よりの謝意を表したい。
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